
京 都 府 が 求 め る 教 員 像

○ 児童生徒に対する教育的愛情と、教職に対する使命感・情熱を持っていること。

教員は、児童生徒に対して、公正・公平に、愛情を持って接し、児童生徒

の成長や発達の様子を把握し、一人一人の個性を尊重しながら、自らの教育

的信念を持ち、その使命を自覚して、教職に対する情熱を持って指導に当た

ることが求められる。

○ 豊かな感性を持ち、明朗かつ健康で、人間的魅力にあふれていること。

教員は、自らの健康に留意し、すべての教育活動に積極的に取り組むこと

が必要である。また、明るく元気で児童生徒から慕われる人間的魅力にあふ

れ、児童生徒の気持ちの変化や求めているものを感性豊かにくみ取り、個に

応じた適切な対応ができることが求められる。

○ 高い「授業力」を持ち、児童生徒に確かな学力をつけることができること。

教員は、児童生徒にわかりやすい授業をし、学ぶことの面白さを伝え、確

かな学力をつける「授業力」を身に付けていることが必要である。また、教

員としての高い専門性や知識を有し、常に授業を改善していこうとする熱意

を持っていることが求められる。

○ 社会的良識と自ら学ぶ意欲を持ち、児童生徒や保護者、職場の同僚、地域

の人から信頼されること。

教員は、コミュニケーション能力の向上を図り、児童生徒や保護者、地域

から信頼されることが必要である。また、他の教職員との連携・協働を進め、

信頼される学校づくりに努め、社会の変化に対応できる力、社会人として模

範となる良識、自ら学ぶ意欲を絶えず持ち続けることが求められる。

○ 「ふるさと京都」への理解と愛情を深めるとともに、国際的な視点に立っ

た教育を推進することができること。

教員は、「ふるさと京都」のさまざまな歴史・伝統・地域文化等を尊重し、

理解を深めるとともに、次代を担い国際社会で主体的に生きる創造性豊かな

人材を育てるために、幅広い視野を持って、日常の教育活動を行うことが求

められる。

－27－


